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１月18日緊急会議 開催
　�令和２年度５回目の緊急会議を開催、補正予算
案（16億円）などを審議、可決
主な内容
　新型コロナウイルス感染症対策関連（10億円）
・事業者営業継続緊急支援（給付金交付）
・PCR検査事業　など

３月定例会議
初日に議案を先議　

　�国の総合経済対策に呼応し、速やかな対応を図る
ための補正予算など（35億円）を審議、可決
主な内容
・あづま陸上競技場魅力創出事業
・福島養護学校校舎等改築事業　など

令和３年２月13日福島県沖地震対応関連議案を先議
　�市民生活に直結し、急を要することから、５日に追加
で提出された補正予算（10億円）を同日審議、可決
主な内容
　�災害見舞金等支給事業、住宅応急修理、災害等廃棄物処理、
全壊と判定された市営住宅の解体経費　など

新たなまちづくり全体の指針となる福島市総合
計画案を審議、可決� ※詳しくは６ページへ
令和３年度当初予算案（1,123億円）
を審議、可決� ※詳しくは９ページへ
令和３年度当初予算を補正

　�補正予算案が最終日に追加で提出され、
同日審議、可決

主な内容
・新型コロナウイルス感染症対策関連（37億円）
　ワクチン接種、ふくしま市民生活エールクーポン　など
・福島県沖地震対応関連（１億円）　
　住宅屋根改修助成事業、市有施設などの災害復旧　など

２～５ページ ６ページ ７、９ページ ８～９ページ

３月１日　開会
本会議・委員会
・�市長から議案48件、
報告１件を提出後、
提案理由を説明
・�先議議案の審議、常
任委員会審査、採決

３月５日
本会議・委員会
追加議案の審議、常
任委員会審査、採決

３月５日～９日
本会議（代表質問）
各会派の代表６人が
登壇、施政方針など
に関して質疑、応答
３月10日～12日
本会議（一般質問）
12人の議員が登壇、
市政の諸課題などに
関して質疑、応答

３月12日～15日
特 別 委 員 会
総合計画に関する審査特
別委員会を設置、議案を
審査

３月16日
本  会  議
総合計画まちづくり基本
ビジョン審査特別委員長
から審査の経過と結果の
報告後、討論、採決

３月17日～22日
常 任 委 員 会
議案や請願を審査

３月16日～23日
予算特別委員会
令和３年度の予算を
審査

３月25日　閉会
本会議・委員会
・�各委員長から審査
の経過と結果の報
告後、討論、採決

・�追加議案の審議、
常任委員会審査、
採決

Vol.207

福島市観光PR
キャラクター
「　　　　 」

今回の主な内容 
●市政を問う代表質問����２
●ここが聞きたい一般質問��４
●総合計画の審議������６
●常任委員会・予算特別委員会
　分科会審査内容������７
●議案等の審議結果�����８
●予算特別委員会の概要 ��� ９

市議会だより
ふくしま

３月定例会議を開きました＜３月１日〜３月25日（25日間）＞

議会トピックス

３月26日に行われた東京2020オリンピック
聖火リレー。福島市の東京2020オリンピック・
パラリンピックに関する情報は
QRコードからご覧ください。

タイトル
写真

令和３年春季
議会報告会・意見交換会を開催します！

※詳しくは10ページへ
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真
結
の
会新

年
度
の
施
政
方
針

二に
か
い
ど
う

階
堂　
武た
け
ふ
み文

■■Ｑ　
新
総
合
計
画
の
５
年
間
に
わ
た
る

ま
ち
づ
く
り
へ
の
決
意
は
。

■■Ａ　
令
和
３
年
度
か
ら
は
第
２
期
復

興
・
創
生
期
間
が
始
ま
り
、
新
し
い

総
合
計
画
も
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
一
日
も
早
い
克
服
に
努
め
、

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
を
見
据
え
た
新
し
い

発
想
に
よ
る
社
会
づ
く
り
を
進
め
る
。

　
ま
た
、
連
続
テ
レ
ビ
小
説
や
東
京
２
０

２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
レ
ガ
シ
ー
を
生
か
し
つ
つ
、
市
政
の
グ

レ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
る
。

　
新
総
合
計
画
に
掲
げ
た
５
つ
の
視
点
を

織
り
込
ん
で
、
積
極
的
に
施
策
を
推
進
し
、

世
界
に
エ
ー
ル
を
送
る
ま
ち

ふ
く
し
ま
を
目
指
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

①�

飯
坂
・
土
湯
・
高
湯
温
泉
に
関
す
る
Ｇ

ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
の
効
果
や
課
題
、
活

性
化
に
向
け
た
令
和
３
年
度
の
取
り
組

み
②�

福
島
市
文
化
振
興
条
例
に
お
け
る
人
材

育
成
や
発
掘
と
い
う
観
点
か
ら
の
令
和

３
年
度
の
取
り
組
み

③�

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
に
向

け
た
具
体
的
な
取
り
組
み

④�

意
欲
あ
る
新
規
就
農
者
の

確
保
と
人
材
育
成
、
定
着

に
向
け
た
令
和
３
年
度
の

取
り
組
み

真
政
会

予
算
編
成
方
針
と
予
算
案

半は
ん
ざ
わ沢　

正ま
さ
の
り典

■■Ｑ　
市
長
の
任
期
中
最
終
年
度
の
予
算

編
成
方
針
と
予
算
案
に
対
す
る
自
己

評
価
は
。

■■Ａ　
開
か
れ
た
市
政
と
ス
ピ
ー
ド
と
実

行
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
健
全
な
財
政
運

営
を
基
調
と
し
つ
つ
、
予
算
編
成
に
最
大

限
の
努
力
を
し
た
。

　
歳
出
の
面
で
は
、
10
年
先
を
見
据
え
た

10
本
の
重
点
施
策
を
柱
と
し
て
、
時
代
を

反
映
し
た
新
た
な
行
政
需
要
に
予
算
を
重

点
配
分
し
、
除
染
関
連
事
業
を
除
い
た
予

算
額
が
過
去
最
高
と
な
る
積
極
型
予
算
と

し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
税
収
が
大
幅
に
減
少
す
る
中
、
財

源
の
捻
出
に
努
力
を
講
じ
、
市
民
と
の
共

創
に
よ
り
新
し
い
復
興
創

生
ス
テ
ー
ジ
へ
力
強
く
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
と
い
う
強

い
意
欲
が
反
映
さ
れ
た
予

算
で
あ
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

①�

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
に
向
け
た
競
技
開

催
都
市
と
し
て
の
本
市
の
取
り
組
み
状

況
②�

原
発
事
故
の
残
さ
れ
た
課
題
と
解
決
策
、

未
曽
有
の
複
合
災
害
の
記
憶
と
教
訓
の

継
承
方
法

③�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
計
画
の
概
要
と
、
ス
ム
ー

ズ
な
接
種
の
た
め
の
市
民
へ
の
留
意
点

④�

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
中
、
影

響
が
大
き
い
観
光
、
商
工

業
に
対
す
る
新
た
な
取
り

組
み
や
支
援
策
、
魅
力
的

な
観
光
戦
略

市
民
21

自
治
体
行
政
を
遂
行
す
る

上
で
の
道
徳
観

高た
か
ぎ木　

克か
つ
ひ
さ尚

■■Ｑ　
市
民
に
寄
り
添
う
立
場
に
あ
る
市

長
に
必
要
な
道
徳
観
を
踏
ま
え
た
ガ

バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
の
所
見
は
。

■■Ａ　
市
長
就
任
以
来
、
公
平
・
公
正
・

誠
実
を
旨
と
し
て
市
政
に
あ
た
っ
て

き
た
。
全
体
的
な
バ
ラ
ン
ス
と
戦
略
を
考

え
、
率
直
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
な
が
ら
職
務
を
誠
実
に
果
た
し
て
き
た
。

　
ま
た
、
市
民
に
寄
り
添
っ
た
市
政
の
実

現
の
た
め
、
進
ん
で
市
民
や
事
業
者
な
ど

の
現
場
に
入
り
、
率
直
か
つ
対
等
な
立
場

を
意
識
し
て
対
話
し
、
関
係
構
築
を
図
っ

て
き
た
。

　
災
害
時
に
は
早
期
に
現
地
に
赴
き
、
実

情
を
踏
ま
え
て
迅
速
な
対
応
に
努
め
て
き

た
。
女
性
や
若
者
な
ど
の
声
も
積
極
的
に

聴
く
と
と
も
に
働
き
か
け
も
行
っ
て
い
る
。

　
市
役
所
組
織
で
の
対
応
に
加
え
、
個
人

と
し
て
現
場
に
出
向
く
と
と
も
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
た
情
報
発
信
に
努

め
、
共
創
の
取
り
組
み
を
実

践
し
て
き
た
。

　
今
後
も
市
民
か
ら
信
頼
さ

れ
る
市
政
運
営
に
努
め
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

①�

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
指
針
お
よ
び
パ
ワ
ハ
ラ

以
外
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策

②�

深
刻
化
す
る
孤
立
・
無
価
値
感
か
ら
子

ど
も
た
ち
を
救
う
た
め
の
対
応

③�

災
害
に
お
け
る
自
治
体
職
員
の
不
幸
の

連
鎖
対
策

④�

祝
日
変
更
が
市
民
生
活
に

影
響
す
る
課
題
と
対
策

�
代
表
質
問
Ｑ
＆
Ａ

市
政
を
問
う
！

代表質問とは？
　各会派代表の６人の議員が、
施政方針や予算編成方針をは
じめ市政運営に関する質問を
行います。
　代表質問の中から、質問お
よび答弁の要旨を１件、その
他の主な質問の項目を４件掲
載しています。
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公
明
党

東
京
２
０
２
０

　
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

後ご
と
う藤　
善ぜ
ん
じ次

■■Ｑ　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
か
ら
本

市
は
、
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
の
か
。

■■Ａ　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
一
過
性
の
も
の

に
終
わ
ら
せ
な
い
よ
う
レ
ガ
シ
ー
の
創
出

に
重
点
を
置
き
進
め
て
き
た
。

　
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
福

島
駅
西
口
の
大
ひ
さ
し
の
美
装
化
や
大
型

ビ
ジ
ョ
ン
の
設
置
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備

や
福
島
市
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
立

ち
上
げ
、
受
動
喫
煙
防
止
対
策
な
ど
健
都

ふ
く
し
ま
の
創
造
に
取
り
組
む
。

　
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
や
多
様
性
を
尊
重
し
た
多
文
化
共
生

な
ど
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
・
心
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
を
さ
ら
に
推
進
し
、

誰
に
で
も
や
さ
し
い
ふ
く

し
ま
を
目
指
す
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

①�

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推
進
に
係

る
課
題

②�

本
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
を
抑
え
る
急
所

③�

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
時
の
来
訪
者
を
迎
え

る
お
も
て
な
し

④�

子
育
て
世
代
、
高
齢
者
、
低

所
得
者
な
ど
の
動
向
を
踏
ま

え
た
持
続
可
能
な
住
宅
政
策

日
本
共
産
党

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
防
止
対
策

佐さ

さ

き
々
木　
優ゆ
う

■■Ｑ　
医
療
、
高
齢
者
・
保
育
・
教
育
施

設
、
飲
食
店
な
ど
で
定
期
的
に
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
や
抗
原
検
査
を
行
う
べ
き
で
は
。

■■Ａ　
高
齢
者
、
障
が
い
者
入
所
施
設
の

職
員
を
対
象
に
１
月
か
ら
２
月
に
か

け
て
１
６
７
施
設
５
，
６
７
４
人
、
酒
類

の
提
供
を
行
う
飲
食
店
な
ど
の
従
業
員
を

対
象
に
12
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
４
２
４

店
舗
、
１
，
３
２
８
人
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

行
っ
た
。

　
高
齢
者
、
障
が
い
者
入
所
施
設
に
対
す

る
感
染
防
止
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
訪
問

指
導
の
実
施
、
飲
食
店
に
対
す
る
自
己

チ
ェ
ッ
ク
・
訪
問
指
導
に
よ
り
ク
ラ
ス

タ
ー
の
未
然
防
止
に
努
め
て
い
る
と
と
も

に
、
専
門
の
相
談
窓
口
を
開
設
、
相
談
に

応
じ
ら
れ
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
、
必
要
に
応
じ

柔
軟
に
検
査
を
行
う
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

①�

事
業
者
へ
の
持
続
化
給
付
金
の
再
給
付

な
ど
の
支
援
を
国
に
求
め
る
べ
き
で
は

②�

生
活
保
護
申
請
に
あ
た
り
扶
養
照
会
を

や
め
る
べ
き
で
は

③�

環
境
負
荷
を
少
な
く
し
持
続
可
能
な
農

業
に
つ
な
が
る
有
機
農
業
の
拡
大

④�

現
状
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
を

解
消
し
て
い
く
た
め
の
取
り

組
み

社
民
党
・
護
憲
連
合

子
育
て
支
援
の
充
実

沢さ
わ
い井　

和か
ず
ひ
ろ宏

■■Ｑ　
福
島
市
子
ど
も
の
え
が
お
条
例
制

定
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
、
地

域
社
会
全
体
で
子
育
て
を
支
援
す
る
気
運

を
高
め
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

■■Ａ　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
意
見
を

精
査
し
、
条
例
制
定
に
向
け
た
準
備

を
進
め
て
い
る
。

　
本
条
例
で
は
、
子
ど
も
の
え
が
お
あ
ふ

れ
る
社
会
の
実
現
を
目
的
と
し
て
お
り
、

保
護
者
、
育
ち
学
ぶ
施
設
、
地
域
住
民
、

事
業
者
、
行
政
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

担
う
こ
と
で
、
地
域
社
会
全
体
で
子
ど
も

た
ち
を
大
切
に
し
、
子
ど
も
の
育
ち
や
子

育
て
を
支
援
し
て
い
く
と
い
う
市
民
意
識

の
醸
成
が
必
要
と
考
え
、
条

文
も
幅
広
く
理
解
い
た
だ
け

る
表
現
・
内
容
と
し
た
。

　
制
定
後
は
、
児
童
向
け
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
な
ど
周

知
、
啓
発
に
努
め
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

①�

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
と
今
後
の
対

応
②�

健
都
ふ
く
し
ま
創
造
事
業
に
お
け
る
こ

れ
ま
で
の
活
動
状
況

③�

ご
み
減
量
大
作
戦
第
３
次
展
開
の
具
体

的
施
策

④�

新
た
な
地
域
公
共
交
通

の
在
り
方
の
可
能
性

本会議の映像を配信しています
　代表質問、一般質問などの
本会議の様子をご覧いただけ
るよう、録画映像をインター
ネットで配信しています。
　議会ホームページのトップ
画面「議会中継」またはQRコー
ドからご覧ください。

質問の順序について
　代表質問の順序は、所属議
員の多い会派から行い、所属
議員の人数が同じ場合は輪番
で行います。
　一般質問の順序は、抽選に
より決定します。

抽選会の様子
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■
行
財
政今

後
の
財
政
運
営
へ
の

中
長
期
的
な
影
響 

渡わ
た
な
べ辺　
敏と
し
ひ
こ彦

■■Ｑ　
市
街
地
再
開
発
事
業
と
集
客
施
設

整
備
事
業
に
よ
る
今
後
の
財
政
運
営

へ
の
影
響
は
。

■■Ａ　
福
島
駅
東
口
地
区
市
街
地
再
開
発

事
業
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
進
め
る

福
島
駅
前
交
流
・
集
客
拠
点
施
設
整
備
事

業
は
、
本
市
に
と
っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
例

の
な
い
大
規
模
事
業
で
あ
り
、
財
政
運
営

に
少
な
か
ら
ず
影
響
が
あ
る
。今
後
、国・

県
補
助
金
な
ど
の
財
源
確
保
や
交
付
税
措

置
の
あ
る
有
利
な
市
債
や
基
金
の
積
極
的

な
活
用
に
よ
り
、
実
質
的
な
市
の
負
担
軽

減
を
図
り
、
中
長
期
的
に

持
続
可
能
な
財
政
運
営
に

努
め
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
増
収
に

向
け
た
新
た
な
取
り
組
み 

小こ
ま
つ松　

良よ
し
ゆ
き行

■■Ｑ　
ふ
る
さ
と
納
税
の
収
入
に
10
億
円

を
見
込
ん
で
い
る
が
、
増
収
に
向
け

た
新
た
な
取
り
組
み
は
。

■■Ａ　
令
和
３
年
度
は
、
寄
付
金
の
使
い

道
や
実
績
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
紹

介
す
る
ほ
か
、
寄
付
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
返
礼
品
の
開
発
、
古
関
裕
而
の
ま

ち
・
ふ
く
し
ま
チ
ェ
ン
バ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
創
設
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
導

入
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
シ
テ
ィ
セ
ー
ル

ス
の
推
進
、
本
市
ゆ
か
り
の
首
都
圏
在
住

者
と
の
交
流
会
、
被
災
３
県
朝
ド
ラ
連
携

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
首

都
圏
で
の
情
報
発
信
を
通

じ
、
本
市
応
援
人
口
の
拡

大
を
図
る
。

■
く
ら
し
・
安
全

消
防
団
員
の
確
保
と処

遇
改
善

真さ
な
だ田　
広ひ
ろ
し志

■■Ｑ　
地
域
防
災
を
担
う
消
防
団
員
の
確

保
に
向
け
、
報
酬
の
引
き
上
げ
な
ど

直
ち
に
処
遇
改
善
に
努
め
る
べ
き
で
は
。

■■Ａ　
本
市
の
費
用
弁
償
な
ど
の
額
は
、

交
付
税
単
価
と
の
開
き
が
あ
る
一
方
、

独
自
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、
こ

う
し
た
事
情
や
総
務
大
臣
か
ら
の
要
請
を

踏
ま
え
、
災
害
対
応
や
訓
練
、
行
事
の
警

備
な
ど
多
様
な
消
防
団
の
活
動
実
態
に
見

合
っ
た
費
用
弁
償
な
ど
の

在
り
方
を
検
討
し
、
消
防

団
の
担
い
手
を
継
続
的
に

確
保
で
き
る
よ
う
処
遇
改

善
策
を
速
や
か
に
検
討
す

る
。 

災
害
時
の
ペ
ッ
ト
の
避
難  

二に
か
い
ど
う

階
堂　
利り

え枝

■■Ｑ　
災
害
時
の
犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト

の
避
難
に
関
す
る
取
り
組
み
は
。

■■Ａ　
現
在
、
指
定
避
難
所
へ
の
同
行
避

難
を
可
能
と
し
て
お
り
、
一
部
の
避

難
所
で
は
ペ
ッ
ト
専
用
の
ス
ペ
ー
ス
を
設

け
、
ペ
ッ
ト
と
飼
い
主
が
安
心
し
て
避
難

で
き
る
環
境
整
備
を
進
め
て
い
る
。
今
後
、

指
定
避
難
所
内
の
ペ
ッ
ト
専
用
ス
ペ
ー
ス

の
拡
充
に
努
め
、
民
間
団
体
な
ど
の
協
力

に
よ
る
適
正
な
運
営
が
可
能

と
な
る
よ
う
に
、
ペ
ッ
ト
同

伴
者
専
用
の
避
難
所
の
在
り

方
も
検
討
す
る
。

小
中
学
校
に
開
設
す
る

避
難
所
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

山や
ま
だ田　
裕ゆ
た
か

■■Ｑ　
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
小
中

学
校
の
体
育
館
が
過
酷
な
環
境
と
な

ら
な
い
た
め
に
も
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置
が

必
要
で
は
。

■■Ａ　
小
中
学
校
を
避
難
所
と
し
て
開
設

す
る
場
合
、
多
く
の
市
民
を
受
け
入

れ
ら
れ
る
体
育
館
内
に
避
難
し
て
い
た
だ

く
準
備
を
し
て
い
る
。
避
難
者
の
健
康
に

配
慮
す
る
観
点
か
ら
、
エ
ア
コ
ン
が
設
置

さ
れ
て
い
る
教
室
の
利
活

用
が
必
要
な
場
合
に
は
各

学
校
と
調
整
し
、
適
切
に

対
応
す
る
。

■
産
業
・
経
済

５
Ｇ
で
の
Ｖ
Ｒ
な
ど
を 

活
用
し
た
農
業
の
取
り
組
み 

根ね
も
と本　
雅ま
さ
あ
き昭

■■Ｑ　
農
業
に
お
け
る
、
Ｖ
Ｒ
な
ど
を
用

い
た
後
継
者
育
成
や
ド
ロ
ー
ン
に
よ

る
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
（
注
１
）
な
ど
、

５
Ｇ
（
注
２
）
を
活
用
し
た
施
策
は
。

■■Ａ　
自
動
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
遠
隔
制

御
に
よ
る
複
数
台
数
の
同
時
操
作
や

リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
で
得
た
デ
ー
タ
な

ど
を
活
用
し
た
適
切
な
肥
料
散
布
、
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
た
病
害
虫
被
害
の
早
期
診
断
と

精
度
向
上
、
Ｖ
Ｒ
に
よ
る
技
術
継
承
な
ど

に
５
Ｇ
の
活
用
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

の
技
術
の
実
用
化
は
、

今
後
の
農
業
の
持
続

的
発
展
に
寄
与
す
る

も
の
で
あ
り
、（
仮

称
）
福
島
市
ス
マ
ー

ト
農
業
検
討
会
に
お

い
て
検
討
す
る
。

�
一
般
質
問
Ｑ
＆
Ａ

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

一般質問とは？
　議員が、市民の皆さま
の生活にかかわる身近な
市政の課題に対して質問
を行います。
　その中から質問および
答弁の要旨を１件掲載し
ています。
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雇
用
を
守
る
施
策川か

わ
ま
た又　

康や
す
ひ
こ彦

■■Ｑ　
雇
用
を
守
る
施
策
が
経
済
対
策
と

し
て
重
要
で
あ
り
、
社
会
保
険
料
の

事
業
者
負
担
分
を
助
成
す
る
制
度
が
必
要

で
は
。

■■Ａ　
社
会
保
険
料
は
、
地
域
の
医
療
費

の
状
況
や
社
会
保
障
の
給
付
水
準
な

ど
に
応
じ
決
定
さ
れ
る
。
市
が
助
成
を
行

う
に
は
多
額
の
費
用
を
要

す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

国
や
健
康
保
険
組
合
な
ど

に
お
い
て
検
討
す
べ
き
と

考
え
る
。

■
環
境
・
ご
み

果
樹
剪
定
枝
の
焼
却

鈴す
ず
き木　
正ま
さ
み実

■■Ｑ　
本
市
は
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を

推
進
す
る
と
し
て
い
る
が
、
果
樹
剪

定
枝
の
焼
却
に
関
す
る
今
後
の
対
応
は
。

■■Ａ　
剪
定
枝
が
多
量
に
発
生
し
て
い
る

現
状
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
取
り
組

み
だ
け
で
は
な
く
、
焼
却
に
よ
ら
な
い
抜

本
的
な
果
樹
剪
定
枝
の
適
正
処
理
へ
の
転

換
を
検
討
す
る
。
具
体
的
に
は
チ
ッ
プ
化

に
よ
る
ほ
場
へ
の
還
元
、
防
霜
対
策
時
の

燃
焼
材
と
し
て
の
活
用
や
家
庭
用
薪
ス

ト
ー
ブ
へ
の
活
用
促
進
な
ど
、
焼
却
処
理

す
る
剪
定
枝
の
量
の
逓
減
に
努
め
る
。
農

業
生
産
者
へ
の
過
重
負
担
に
よ
る
就
農
意

欲
の
減
退
を
招
か
な
い
よ
う

に
農
業
振
興
と
環
境
保
全
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
取
り
組

み
の
推
進
が
重
要
で
あ
る
。

■
福
祉
・
健
康

ケ
ア
ラ
ー
に
対
す
る
支
援 

丹た
ん
じ治　
誠ま
こ
と

■■Ｑ　
自
ら
支
援
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
ケ
ア
ラ
ー
（
注
３
）
に
対
し
て
、

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
で
の
支
援
を
す
べ
き
で

は
。■■Ａ　

令
和
３
年
度
は
、
地
域
住
民
が
抱

え
る
複
雑
で
複
合
的
な
課
題
の
解
決

に
向
け
、
包
括
的
な
支
援
体
制
の
整
備
を

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施
す
る
。
こ
の
中

で
、
必
要
な
支
援
が
届
い
て
い
な
い
方
へ

の
継
続
的
な
支
援
事
業
や
社
会
と
の
つ
な

が
り
を
つ
く
る
地
域
参
加

支
援
事
業
に
取
り
組
み
、

寄
り
添
い
、
支
援
で
き
る

体
制
を
構
築
す
る
。

 

甲
状
腺
検
査
の
継
続 

佐さ
は
ら原　
真ま

き紀

■■Ｑ　
甲
状
腺
が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期

治
療
の
た
め
、
学
校
検
査
の
継
続
を

県
に
求
め
る
べ
き
で
は
。

■■Ａ　
県
は
、
甲
状
腺
検
査
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
検
査
対
象
者
へ
の
聞
き
取

り
や
県
民
健
康
調
査
検
討
委
員
会
の
判
断

で
、
今
後
も
継
続
的
に
実
施
す
る
と
し
て

い
る
。
市
は
、
学

校
検
査
の
継
続
を

念
頭
に
、
検
査
会

場
の
確
保
や
広
報

活
動
な
ど
に
協
力

す
る
。

■
ま
ち
づ
く
り

も
も
り
ん
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

の
具
体
的
な
計
画  

小お
ぐ
ま熊　

省し
ょ
う
ぞ
う三

■■Ｑ　
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
へ
の
移
行
後
も
、

も
も
り
ん
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
一
部

を
一
定
期
間
残
す
と
の
こ
と
だ
が
、
具
体

的
な
今
後
の
計
画
は
。

■■Ａ　
も
も
り
ん
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
は
、

利
用
者
が
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
使
い

方
に
慣
れ
る
ま
で
の
暫

定
措
置
と
し
て
東
口
貸

出
所
に
10
台
程
度
を
残

し
て
、
順
次
台
数
を
減

ら
し
て
い
く
。

（
仮
称
）道
の
駅
ふ
く
し
ま
と

  　
屋
内
こ
ど
も
遊
び
場
の

施
設
整
備

羽は
ね
だ田　
房ふ
さ
お男

■■Ｑ　
他
市
の
施
設
と
の
差
別
化
を
図
る

た
め
、
ど
の
よ
う
な
施
設
整
備
を
目

指
す
の
か
。

■■Ａ　
お
お
ざ
そ
う
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

に
隣
接
し
交
通
の
利
便
性
が
高
い
こ

と
か
ら
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
利
用
者
が

見
込
ま
れ
る
。
建
屋
は
、
県
産
材
を
活
用

し
た
木
造
構
造
で
、
温
か
み
と
明
る
く
開

放
的
な
作
り
が
特
徴
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

近
接
す
る
十
六
沼
公
園
の
各
種
子
ど
も
遊

び
場
と
合
わ
せ
、
天
候

や
気
温
に
応
じ
た
利
用

が
可
能
で
あ
り
、
子
ど

も
が
思
う
存
分
に
体
を

動
か
し
、
創
造
性
を
育

め
る
施
設
を
目
指
す
。

（注１）リモートセンシング：（注１）リモートセンシング：遠隔からセンサーを使って感遠隔からセンサーを使って感
知することやその手法・技法・技術のことであり、人工衛星知することやその手法・技法・技術のことであり、人工衛星
や航空機などから地球の表面付近を観測する技術を指すことや航空機などから地球の表面付近を観測する技術を指すこと
が多い。が多い。

（注２）５G：（注２）５G：第５世代移動通信システム（５th Generation）第５世代移動通信システム（５th Generation）
の略称で、これまでと比較し、次の特徴が挙げられる。の略称で、これまでと比較し、次の特徴が挙げられる。
　①高速で大きな容量の通信ができること　①高速で大きな容量の通信ができること
　②信頼性が高く低遅延の通信ができること　②信頼性が高く低遅延の通信ができること
　③多数の機器に同時に接続ができること　③多数の機器に同時に接続ができること

（注３）ケアラー：（注３）ケアラー：高齢、身体上、精神上の障がいまたは疾高齢、身体上、精神上の障がいまたは疾
病などにより援助を必要とする親族、友人その他の身近な人病などにより援助を必要とする親族、友人その他の身近な人
に対して、無償で介護、看護、日常生活上の世話その他の援に対して、無償で介護、看護、日常生活上の世話その他の援
助を行っている人のこと。助を行っている人のこと。
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（注１）将来構想：概ね10年先を見据えた目指すべき将来のまちの姿
（注２）基本方針：将来構想を実現するための政策の方向性である５年間の基本的な考え方

本市の新たなまちづくり全体の指針を審議、可決
　令和３（2021）年度から令和７（2025）年度までの５年間を計画期間とする第６次福島市総合計画のうち、
まちづくり基本ビジョン（将来構想、基本方針、重点施策、個別施策）の決定には議会の議決が必要です。
　３月定例会議において、代表質問や一般質問による質疑とともに、議長を除く全議員で構成する総合計画
まちづくり基本ビジョン審査特別委員会を設置し、執行部からの説明を聴取し慎重に審議を行いました。

〜特別委員会での質疑・意見の一部〜

人・まち・自然が奏でるハーモニー　未来協奏（共創）都市
〜世界にエールを送るまち　ふくしま〜

Ｑ：共創とこれまでの協働の違いは。
Ａ：�共創は協働よりも、目標設定などの早い段階から、各種団体に加えてより多種多様
な主体に参加いただき、新たな視点でご提案いただく。地域の魅力あるものを一緒
に作っていく。

１　子どもたちの未来が広がるまち
Ｑ：�子どもを守り育てる地域のつながりの希薄化に対して、５年間でどのように取り組
むのか。

Ａ：�福島市子どものえがお条例制定により、地域も子育てに大きな役割を担い、地域社
会全体で子どもを守り育てていく市民意識を醸成していく。

２　暮らしを支える安心安全のまち
Ｑ：危機事象の発生時には人心の混乱を抑えとあるが、具体的にはどういうことか。
Ａ：情報を正確に、適時・適切に発信することが人心の混乱を抑えるために重要。

３　次世代へ文化と環境をつなぐまち
Ｑ：本市固有の文化・歴史の保存と活用は、観光とどう連携して取り組むのか。
Ａ：�ロケツーリズムやエールレガシーなど、民家園や写真美術館などを活用しながら文
化財の保存と観光振興を結び付けていく。

４　産業とにぎわいを生み出す活力躍動のまち
Ｑ：農業の担い手を意欲ある担い手と表現しているのはなぜか。
Ａ：�耕作地の拡大や生産性の向上など、地域で中心的に取り組んでいただく農家の育成
という意味を込めている。

５　新ステージに向けて共創・挑戦・発信するまち
意見：�地域には男性女性を問わず優秀な人材が多くいらっしゃる。今後も地域とのコミュ

ニケーションを図りながら、活力ある共創の推進をお願いする。
６　効率的で質の高い行財政経営

Ｑ：中長期的な歳入増加や経費縮減につながる賢い支出とはどのような支出か。
Ａ：�歳入増加策は、人口増加策や経済活性化策など。経費縮減策は、ICTの活用、公
共施設の長寿命化、医療費の縮減につながる事業など。

将来構想（注１）

基本方針（注２）

　令和３年度予算の前提となる市の最重要計画であるため、予算
審査に入る前の３月15日に委員会審査、16日に本会議で採決を
行い、賛成多数で可決しました。

総合計画まちづくり基本ビジョン審査特別委員会
委員長　　半沢　正典（真政会）　
副委員長　斎藤　正臣（真結の会）

　総合計画の詳しい
内容は、市政だより
５月号折込の概要版
をご覧ください。

第６次福島市
総合計画
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常任委員会・予算特別委員会分科会
※各常任委員会および各分科会に付託された議案並びに予算の主な審査内容を紹介します。

◆予算審査
・新型コロナウイルス感染症対策費
　令和３年度の当初予算における新型コロナウイ
ルス対策費は、避難所対策として、テント型パー
ティションやエアベッド、手指消毒用アルコール
などの備蓄費用が計上された。テント型パーティ
ションは現在2,000張りを備蓄しているが、令和元
年の台風第19号時の避難者数である5,000名分の
備蓄を計画している。
　なお、市全体の予算
の中における新型コロ
ナウイルス感染症対策
費としては計92事業、
13億900万円が計上さ
れた。

・ふるさと寄附金
　施策や魅力を PR し共感を得る、まちづくり応
援型ふるさと納税を積極的に展開し、寄付金収入
として10億円を見込んでいる。

◆議案審査
・福島市企業立地促進条例 
　本市工業団地の分譲用地の不足や企業の用地需
要と多様な企業立地のスタイルに対応するため、
民有地への誘導および活用の拡大を行う。
　また、対象業種に小売業を追加するとともに、
特定集積産業の見直しを行い、ロボット・航空を
追加する。
　さらに、本社機能移転などへの用地取得の支援
について、用途区域の制限を撤廃するなどの拡大
見直しを実施する。
　
◆予算審査
・結婚新生活支援事業費
　結婚に伴う新生活の
スタートアップを支援
するため、新婚世帯の
住宅の取得や貸借費用

（敷金・礼金・家賃など）
および引っ越し費用な
どの一部を補助する。

◆議案審査
・福島市食品衛生法施行条例の一部改正
　食品衛生法施行令の改正に伴い、食品営業許可
業種名を改める。
　また、許可申請受付から許可可否決定までの事
務処理および現地調査時間などが増大しているた
め、食品営業許可手数料を改める。

◆予算審査
・幼稚園送迎ステーション事業費
　２歳児までが対象の地域型保育施設を卒園し転
園する際に、私立幼稚園も選択できるよう、保護
者の就労時間と開園時間のミスマッチ解消を図る
ため、幼稚園登園前・降園後に預かり保育を行い、
預かり保育の場所から各園のバスで送迎する。

◆議案審査
・財産取得（軽量排水ポンプユニット）
　水害常襲地帯において、作業条件の悪い個所で
行う内水排除作業に使用しているポンプを従来と
比べて軽量化した人力で設営可能な軽量ポンプと
する。
　高い機動性を持ち従
来より迅速で安全な作
業が可能となることか
ら、浸水被害の軽減を
目的として新たに10台
取得する。

◆予算審査
・河川強靭化事業費
　頻発する豪雨や台風などによる浸水の予防およ
び被害軽減のため、瀬上工業団地および平野林添
調整池の改修ほか、14河川16カ所の改修や測量
設計を実施し、新たな５カ年計画で普通河川の整
備を進める。

総 務

経 済 民 生

文 教 福 祉

建 設 水 道

②⑥ステーションでの保育
７：３０ - ９：００

１７：００ - １９：００

送迎ステーション保護者 幼稚園バス送迎 幼稚園

利用イメージ

①保護者はステーションへ送り

⑦保護者はステーションへ迎え

③⑤ステーションと
幼稚園の間を
幼稚園バスが送迎

④幼稚園での
教育・保育

９：００ - １７：００

迎え

送り バス

バス

1
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〜議案等の審議結果〜 結果欄：〇→原案可決、同意、認定、採択
×→原案否決、不同意、不認定、不採択

〔市長提出議案／２件〕
区分 件　　　　　　　　　　名 結果

補正予算案 福島市一般会計（第11号） ◯
その他 専決処分承認 ◯

各議案の概要および
資料などは、QRコード
からご覧ください。１月 18 日緊急会議

〔市長提出議案／ 60件〕
区分 件　　　　　　　　　　名 結果

総合計画案 福島市総合計画まちづくり基本ビジョン策定 ◯

令和３年度
予算案

福島市一般会計、福島市水道事業会計、福島市下水道事業会計、福島市農業集落排水事業会計、福島市国民健
康保険事業費特別会計、福島市飯坂町財産区特別会計、福島市公設地方卸売市場事業費特別会計、福島市土地
区画整理事業費特別会計、福島市介護保険事業費特別会計、福島市庁舎整備基金運用特別会計、福島市後期高
齢者医療事業費特別会計、福島市青木財産区特別会計、福島市工業団地整備事業費特別会計、福島市母子父子
寡婦福祉資金貸付事業費特別会計

◯

令和３年度
補正予算案 福島市一般会計 ◯

令和２年度
補正予算案

福島市一般会計（第13号、第14号、第15号）、福島市水道事業会計（第３号、第４号）、福島市下水道事業会計（第
３号、第４号）、福島市国民健康保険事業費特別会計、福島市土地区画整理事業費特別会計、福島市庁舎整備基
金運用特別会計、福島市後期高齢者医療事業費特別会計、福島市公設地方卸売市場事業費特別会計

◯

条例制定案

福島市前澤未来基金条例

◯福島市企業立地促進条例
令和３年福島県沖地震関連災害による被災者に対する国民健康保険税の減免に関する条例
令和３年福島県沖地震関連災害による被災者に対する介護保険料の減免に関する条例

条例改正案

福島市行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例

◯

特別職の職員で非常勤のものの報酬等に関する条例
市長等の給与に関する条例
福島市職員の給与に関する条例等
福島市手数料条例
福島市立学校条例
福島市指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例等
福島市ひとり親家庭医療費の助成に関する条例
福島市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例等
福島市国民健康保険条例等
福島市介護保険条例
福島市食品衛生法施行条例
福島市屋外広告物条例
福島市道路構造の技術的基準を定める条例
福島市水道条例

条例廃止案 福島市魚介類行商人の登録に関する条例 ◯

人事案件

農業委員会委員任命（渡邉友一 氏）

◯固定資産評価審査委員会委員選任（永山裕己 氏）
固定資産評価員選任（杉内剛 氏）
人権擁護委員候補者推薦（佐藤清子 氏、駒田晋一 氏）

その他

市道路線の認定及び廃止

◯

包括外部監査契約
工事請負契約の一部変更（福島養護学校校舎等改築事業　校舎棟・ものづくり棟改築工事（建築））
財産取得（軽量排水ポンプユニット）
財産取得（小・中・特別支援学校児童生徒用机椅子）
専決処分承認
工事請負契約の一部変更（令和2年度地域振興施設「道の駅」整備事業本体建築工事）
工事請負契約の一部変更（令和2年度地域振興施設「道の駅」整備事業本体電気設備工事）

３ 月 定 例 会 議
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３ 月 定 例 会 議

　議長を除く全議員で構成する予算特別委員会を設置し、４つの常任委員会（総務、文教福祉、経済
民生、建設水道）と新庁舎西棟建設調査特別委員会を単位とする各分科会において、新年度の予算審査
を行いました。
　令和３年度の一般会計当初予算額は1,123億円、除染関連事業費を除いた予算額（1,081億円）は
６年連続の増加となりました。

予算審査の流れ

総括質疑の主な内容  
Ｑ：福島市防犯カメラの設置及び運用に関するガイドラインが示されたが、令和３年度予算において、
新まちなか広場の事業ではどのように対応するのか。

Ａ：市で施設管理カメラを４基設置する計画である。
Ｑ：街なか空き店舗出店支援事業費及び街なか空き店舗入居者家賃補助事業費の対象となる空き店舗
について、福島市空き家バンクへの掲載の予定があるのか。

Ａ：福島市空き家バンクにおいては、以前より空き店舗や店舗兼住宅の掲載をしているが、テナントの
掲載については、今後、関係機関と協議し検討する。

令和３年度の予算を審査 〜予算特別委員会〜

〔委員会、議員提出議案／５件〕
区分 件　　　　　　　　　　名 結果

条例等改正案 福島市議会委員会条例 ◯福島市議会会議規則

意見書案
新型コロナウイルス感染症のリスク低減と今後のまちづくり施策の推進を求める意見書

◯地方自治体のデジタル化の推進を求める意見書
福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書

〔請願／１件〕
区分 件　　　　　　　　　　名 結果
請願 福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書提出方について ◯

〜請願・陳情のご案内〜
　市民の皆さまが、市政について意思や要望がある場合、請願や陳情を市議会へ提出す
ることができます。請願は、議員の紹介を必要としますが、陳情はその必要はありません。
　提出された請願・陳情の審議は、通常、委員会で審査した後、本会議において採択、
不採択、継続審査を決定します。その審議結果などは、提出者（複数の場合は代表者）
にお知らせします。
　なお、提出方法などについて、詳しくお知りになりたいときは、QR コードから市議
会ホームページをご覧いただくか、議会事務局へお問い合わせください。

ご案内

⑥所管する予算を
　審査

※各分科会の主な
　審査内容は
　７ページへ

《各分科会》

②議案付託

⑩委員会審査報告
　（委員長報告）

⑧分科会審査報告
　（分科会長報告）

⑤議案付託

《本会議》

①予算特別委員
会を設置

⑪質疑・討論
⑫議案採決

《予算特別委員会》

③正副委員長互選
④分科会を設置
⑦総括質疑 ※下記参照

⑨質疑・討論
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■ お　知　ら　せ ■
令和３年春季

議会報告会（第一部）・
意見交換会（第二部）を開催します

●５/10㈪　14時〜15時
　　　　　　清水支所　２階大会議室

●５/10㈪　18時〜19時
　　　　　　飯坂支所　２階大会議室

●５/12㈬　18時30分〜19時30分
　　　　　　蓬萊学習センター分館
　　　　　　２階大ホール

●５/15㈯　14時〜15時
　　　　　　信夫学習センター
　　　　　　１階ホール

●事前申し込み不要
●ご都合のよい会場へ
　ぜひお気軽にご参加ください。
●議会報告会
　�令和２年12月定例会議から令和３年４月
までに開催された議会の内容をお知らせし
ます。

●意見交換会
　�テーマは設けず市政全般に対するご意見を
お聴きします。

●新型コロナウイルス感染症対策として、
必ずマスクを着用願います。

●新型コロナウイルス感染症の状況により
中止になる場合があります。

　�詳しくは、市議会ホームページをご覧いた
だくか、福島市議会事務局までお問い合わ
せください。

令和２年秋季議会報告会・意見交換会の様子

市議会のホームページはQRコードから�
ご覧ください。　　　　　　　　　　　

◆本会議は、通常午前10時から開会予定です。
◆�６月定例会議で審議する請願・陳情の締め切り
は、６月２日㈬午前11時です。
◆日程、開会時間は変更になる場合があります。
　�詳しくは、議会事務局（☎525−3776）まで�
お問い合わせください。

６月定例会議開催予定（６月１日～６月18日）
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
本会議
（定例日）

休　会
（議案調査）

6 7 8 9 10 11 12
本会議

（一般質問） 休　会 本会議
（一般質問）

議会運営
委員会

13 14 15 16 17 18 19
本会議

（一般質問） 常任委員会 休　会
（事務整理）

議会運営
委員会

議会運営
委員会

本会議
（採決等）

◆市議会広報に関するご意見をお寄せください。
　〒960−8601　福島市五老内町３番１号
　電話 024−525−3776
　FAX 024−534−2520
　福島市議会 広報委員会あて
◆市議会ホームページをご覧ください。
　�http://www.city.fukushima.fukushima.
jp/gi-soumu/shise/shigikai/
発行：福島市議会　　編集：広報委員会

会派名を変更しました。
旧：社民党・護憲連合

↓
新：�耀（かがやき）ふくしま
市議団


